
雪下ろし・除排雪中雪下ろし・除排雪中
の事故に注意の事故に注意

秋田県

安全対策のポイント重要
服装点検 作業時

除雪機使用時

防寒具
●着ぶくれを避ける
●薄手で防水性のあるもの

携帯電話を
身に付ける

●２人以上で作業しよう
●１人で作業する場合は家族や隣近所に
　声をかけておこう

雪下ろしの際は
●ヘルメット
●墜落制止用器具
●命綱を装着

周囲の安全確認

こまめに休憩

はしごは固定落雪に注意

転倒注意

安全機能の
適切な使用

回転部の作業は
エンジンを停止してから

手袋・靴
●滑りにくく
　防水性・
　防寒性
　のあるもの



●事故に遭わないように気を付けましょう。
●万が一、事故に遭ったときのために、
自分の身を守る準備をしておきましょう。

【問い合わせ先】 秋田県生活環境部 県民生活課　電話 018-860-1522

※平成25年度～令和4年度における雪による被害状況（秋田県調べ）

除排雪作業中の事故原因の割合 雪による事故の死者の割合

詳しくはこちらから

65歳以上
83％

屋根・はしご
からの転落
51％除排雪中の

　転倒
　　24％

除雪機による
巻き込み等
8％

その他 2％

落雪
15％

64歳以下
17％

県内各地域の消防署に聞きました県内各地域の消防署に聞きました
●２階屋根の雪下ろし作業をしていた高齢男性が、
足を滑らせ屋根から落下しました。命綱を使用し
ていたため地面落下を免れました。

●１階屋根の雪下ろし時に、雪と一緒に滑落してし
まったが、命綱を自宅の柱に付けていたことで屋
根から落ちずに助かりました。

●以前と比較して、携帯電話を持って雪下ろしを行
い、事故発生後に早期通報となる件数が多くなっ
てきていると感じます。

●高齢者が一人で雪下ろしをして事故になり、発見
まで時間を要した事例がありました。
●屋根からの落雪や除雪車が通ったあと滑って転ん
だという事例がありました。
●管内で発生した事故は、いずれも命綱、ヘルメッ
トなしで作業していたものです。作業中の事故と
同じくらい作業開始、終了時のはしご昇降時の転
落事故が発生しています。

「自分は大丈夫」
　　　と思っていませんか？

「自分は大丈夫」
　　　と思っていませんか？


